
１．はじめに

本稿は、平成２１年度後期の授業「弦楽器演習」

における実践記録と、学生の自己診断による質

問紙調査（全２回）の分析結果から、ヴァイオ

リン奏法研究の教育成果について述べたもので

ある。受講学生２４名のうち、今回の単位認定者

は２２名（男子３名、女子１９名）という結果で

あった。その内訳は、音楽専修生が１９名、他専

修は３名（そのうち１名は他学部の学生）であ

る。ヴァイオリン経験者はわずか２名と少ない

ものの、管楽器が吹ける学生は１０名と多く（楽

器の種類も豊富）、またヴァイオリン以外の弦楽

器経験者はヴィオラ、チェロが各１名、コント

ラバスが２名である。学年構成としては２年次

生が１９名と圧倒的に多く、例年どおり偏りがみ

られる。

昨年同様に実技テストは一切行わず、数回の

講義と生演奏の時間以外、本授業はすべてアン

サンブル活動に徹した奏法研究によって進行し

た。開講当初から写真撮影と動画収録を積極的

に行ったため、さまざまな活動場面の記録を残

すことができた。実習室にはピアノが常備され

ているが、ほとんど使用せず最後まで弦楽器の

音程（ハーモニー）づくりに集中させた。楽器

の貸出は希望が出ればその都度対応したため、

１回以上借りた学生は７名のみ（４回以上借り

た学生は皆無）であった。席次は固定しないか

わりに、できる限り前回と違う席で、異なる

パートナーとプルトを組むように指示した。２

年生の受講が多かったため「公欠による欠席」

が総欠席数４７（表１右端の縦列）の１／３ほど

を占めている。なお弦楽器のチューニングは初

心者にとってむずかしいと判断したため、毎回

の授業準備の時間に筆者自身が行った。

２．授業内容とカリキュラム

　　　　─昨年度の反省に立って─

前号の拙稿と同様の形式で、全１４回の授業内

容の詳細を表１にまとめた。本章では、特に導

入期教材の選曲とその手順の意図を中心に述べ

ていく。今回もS.フレッチャーが著した『New 

tunes for strings （Book one）』から３曲をセレ

クトした。このテキストの特徴は、左手第１ポ

ジションにおける無理のないフォーメーション

づくりをさせながら、決して単調な和声に終始

することなく、大学生でも充実したアンサンブ

ル学習が体験できることである１。

２－１　アレンジの試み

まとまりのある合奏をさせるためには、安定

した第１指（人差し指）と第３指（薬指）の音

程づくりがポイントとなるが、この曲集では開

放弦を有効に使用することで、特にこの２本の

指の音程をカバーする２ように、ある種“絶妙

な仕掛け”が施されている。しかし、曲によっ

ては初心者レベルにとってむずかしい箇所があ

─ １９ ─

ヴァイオリン導入期教材の選曲意図とアレンジの工夫
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るため、この楽譜をもとにして一段のなかに書

かれた音（ときには重音）を２つのパートに分

けて弾かせる工夫を行った。また一部には派生

音が使われているため、彼らにとって不慣れな

音程が含まれていたりするが、そのときは事前

にその音を固有音としてもつ音階練習を導入す

ることで対応した。一点嬰ハ音、一点嬰ト音の

必要性からイから始まるイ長調の音階、一点変

ロ音、二点ヘ音の必要性から一点ヘから始まる

ヘ長調の音階がその一例である。

限られた授業時数のなかで、学生たちに充実

した奏法研究の時間を提供したいと考えたため、

上記アンサンブルのための作曲技法を応用して、

授業後半に選曲した《夏の思い出》《スキーの歌》

（楽譜１）《おおスザンナ》にアレンジを加えた。

編曲に際して、配慮した諸点は以下のとおりで

ある。

─ ２０ ─

表１　「弦楽器演習」全１４回の流れ（平成２１年度後期）

欠席数特記事項教材主な内容日付

 １
「ト長調のメヌエット」（ベートーヴェ
ン）でアーティキュレーションの表現方
法や弓の使い方を説明

 
ガイダンス
昨年度の実践記録のプレゼン

１＊１０／０９

 ４
４弦・４本の指すべてを使って
基本的な姿勢と構えの留意点

わらべうた ２）

pizz.奏法で音程づくり
弦楽器特有の運指

２　１０／１６

 １
楽器を立て（左脇に押し当てて）G線の
開放弦でウエイトの意識

弓の持ち方（第１段階） １）
ウエイトのかけ方
部分弓とトレモロ奏法

３　１０／２３

 ４
立奏やペア学習の導入
ダウンとアップの性格の違い

移弦のタイミング
音価に比例した弓幅の工夫

４　１０／３０

 ４
音階練習の導入（D durから）
第２指：２種類の音程のツボ

かっこう
Violinist（４人）のVTR鑑賞
正規の弓の持ち方

５＊１１／０６

 ４
譜面台の登場
左右の親指への意識
第１posi.でのFormationづくり

かごめかごめ
D durとG dur
即興的表現にチャレンジ
portamento、col legno奏法

６　１１／１３

 ４
カノン奏の試み
E dur に挑戦
ガマ蛙の鳴き声をつくろう

フレールジャック
かえるの合唱

リズムを変えて様々な運弓法
「愛の喜び」「ポルカ：憂いもなく」
（鑑賞の時間）

７＊１１／２７

 ３
第１指マーク用のシールを指板からは
がす ４）

Banjo Tune
合奏におけるBowing
「悲しきワルツ」「眠りの森の美女よ
りワルツ」（鑑賞の時間）

８＊１２／０４

 ８
第１回質問紙調査の実施
e moll（はじめての短調）

夏の思い出

ブレスの意識
指揮を体験しよう（１）

９　１２／１１

 ３
いろいろなフィンガリング（１）
D durでユニゾン

Violinの変遷史 ３）
第３ポジションの学習
指揮を体験しよう（２）

１０＊１２／１８

 ５
d moll（はじめての和声的短音階）
いろいろなフィンガリング（２）

Puppet Ballet完全五度の重音奏法１１　　０１／１５

 ３５名を残しての唯一の個人指導Polkaはじめての「ハ長調」１２　０１／２２

 ０アーティキュレーションを明確にスキーの歌イレギュラーなBowing１３　０１／２９

 ３第２回質問紙調査の実施おおスザンナ
第４指を多用して
glissando奏法

１４　０２／０５

＊ 講義（あるいは演奏）を含めた授業
１） フロッグを、親指と他４本の指ではさむようにして持たせた。下線表示は「右手」に関する学習内容。
２） おはよう、ならないふえ、ばしゃときしゃ、てるてるぼうず、一番星、チョッパー
３） バロックVn、モダンVn、ポシェットVnを使用した。
４） ポジションの基礎を固める意味から、指板上の第１指を押さえる位置のみ、丸いシールが貼られていたが、左手の構え

が整ってきたことから（視覚に頼らず“楽器から出る音”に集中させるために）その印をはがすよう指示した。



・調は、３曲とも初心者にとって音程がとりや

すいニ長調を用いた。

・すべて第１ポジション（一部ハーフポジショ

ン）で演奏できるようにしたが、第４指（小

指）を積極的に使わせることによって、この

指独自の役割を実感させた。

・曲想とも関係が深いアーティキュレーション

による表情づけを明確にするため、「長弓と部

分弓の使い分け」に主眼を置いた。

・内声パートのピチカート奏法に、以下３つの

タイプを適宜用いた。（１）右親指を指板の右

側面にあてた状態で弓を握ったまま人差し指

ではじくタイプ。（２）弓を持つ形は崩さず手

首を返す状態にして、人差し指だけを伸ばし

て行うタイプ。（３）（弓は持たないで）ウク

レレを演奏するときのように、楽器を立てて

右の脇で軽く挟んでおいて親指ではじくタイ

プ。

・プルトの表と裏で、必要に応じて（彼らの演

奏レベルを考慮して）さらにパート分けを行

い、多彩なハーモニーを創造させた。写真１

はそのシーンである。同一プルトの二人が同

じ楽譜を見て演奏しているが、両者で弓の角

度が違っている。つまり、これはお互いで違

う弦を弾いているからである。自分が出して

いる音とは異なる音を左右から受けとめなが

ら、アンサンブルの醍醐味を経験させている

ところである。

・同様な趣旨で、単旋律のメロディをプルトの

表と裏でリレー奏させることも試みた。次頁

に掲載したのは、第１３回で取り上げた《スキー

の歌》３の楽譜であるが、１段目３小節目に

「１.５小節ずつリレー」と表示されているのは、

それを指示するためである。本授業ではお互

いの動きを意識し合うために、パート譜では

なくスコア譜を配付した。

２－２　右手（Bowing）へのこだわり

昨年度の本授業では「右手」の習熟の度合い

が芳しくなかったことが大きな反省点としてあ

げられる。ところが、質問紙調査（昨年度は１

回だけ実施）の分析からわかったことは、右手

よりも左手の方が気になったと回答した学生が

多かったという事実である。確かに、楽器から

出る不安定な音程が気にならないはずはないだ

ろう。しかしこの結果は意外であり、明らかに

筆者と学生との間にめざす目標のずれが、いつ

からか生じていたことになる。

（１）　ウエイトを意識させる練習方法

この反省に立って表１の「主な内容」にある

とおり、今年度は特に前半において、右手に関

する奏法研究の課題を多く取り入れた。そのな

かで、写真２のような練習方法を考案した。こ

れは、楽器を左脇に押し当てながら左手で支え、

上から見下ろすようにして弓身のしなりを自分

の目で確認する練習である。G線の開放弦だけ

で学習させたが、適度なウエイトがかかってい

れば、弓の毛が弦にしっかり吸いついたときに

出る幅の太い音が鳴るはずである。音程の正否

は聴覚によって、ある程度は判断できる。また

弓の持ち方や楽器の構えは、視覚を通して

チェックできる。しかし演奏中、適度なウエイ

トがかかっているかどうかを見極めることは、

指導者、学生の両者にとってむずかしい。

一人ひとりを丹念に指導する時間がないため、

弓のしなる様子を自分自身の目でチェックでき

るという点で、この「ウエイト学習」は有効に

はたらいたといえる。そして、学生同士でウエ

─ ２１ ─

写真１　《Polka》の録画シーン（第１２回より）



イトのかかり具合を学び合うために「ペア学習」

の形態も取り入れた。写真３は、音階練習とし

てはじめて短調を学習している場面である。残

念ながら、ウエイトのかかり具合を確かめ合っ

ているときのペア学習の写真は残っていなかっ

たが、教師主導で進められたときの雰囲気とは

違って、お互い助け合いながら、なごやかで楽

しい気分に満ちた時間が流れていた。学習進度

の能率をあげる意味でも有益な方法だったこと

は言うまでもない。

（２）　２段階による弓の持ち方の練習

昨年度は、最初の段階から正規の持ち方の習

得をめざしたが、今回はその前段階として、フ

ロッグの部分を親指と他の４本の指ではさむと

いう特異な方法を加えてみた。実はこの構えは、

弓の歴史のなかで弓がまだ「弓なり（凸状）」の

形をなしていた時代は“当然の持ち方”であっ

た。改良されて重心をもつに至った凹状のモダ

ンボゥの場合では、決して効率のよいウエイト

がかかるような持ち方ではない。しかし部分弓

ばかりを使って「わらべうた」を中心に取り組

ませていた段階では、結果的によい効果をもた

らした。

つまりこの頃は、弓の毛が駒と指板の間を往

復する（あるいは弦に対してほぼ直角に交差す

る感覚を右腕に覚えさせる）だけで精一杯だっ

たため、多くのきまりにとらわれることのない

この“原始的な持ち方”は、弓奏楽器の原理を

ありのままに受け入れる好機となったようであ

る。

（３）　音階練習での多彩なボゥイング

単に基礎基本が大切だからという理由で音階

練習を導入しても、それは機械的で無味乾燥な

時間を費やすだけで終わるだろう。たとえば同

じ指使いで、フォーメーションも同じにして弦

を一本かえるだけで５度上（あるいは下）の音

階がすぐに弾けること、使う弦とフォーメー

ションを一定にしてポジションを一つひとつ上

がる（あるいは下がる）と、半音単位で移調さ

れた音階が弾けることなど、いわゆる５度調弦

のメカニズムに気付かせるような内容を含めな

がら練習させた。

それに加えて、いろいろな音符を組み合わせ

てできたリズムパターンの応用、スラーの長さ

を変えてできた音型、あるいはスラーがかかる

位置をずらしてできたシンコペーションのリズ

ムを、使用する弓幅をそろえる学習も兼ねて音

階練習に組み込んだ。彼らが使う弓のスティッ

ク中央には丸いラベルを貼ったが、弓が上下に

動く際に、この印が毎回のように弦をまたぐよ

うにうながした。初歩の段階では、弓の真ん中

１／３あたりがもっとも弾きやすい部分である。

また、全員が同じ部位を同じ弓幅で演奏できる

ようにするときにも、このマークは最後まで役

に立った。

─ ２２ ─

写真３　ペア学習の風景（第９回より）

写真２　ウエイトを意識する練習（第４回より）



─ ２３ ─

楽譜１　（学生たちの演奏レベルを考慮して編曲した。）



３．自己診断による授業評価から見えたもの

３－１　調査のねらいと方法

第９回目（１２月１１日）と第１４回目（２月５日）

の２回にわたって、ほぼ同一の質問内容（一部

差し替え）による質問紙調査を実施した。約

一ヶ月半の間をおいて二度行った理由は、第８

回までで奏法の研究課題がほぼ出そろったとき

から、残る後半の６回の授業を受けることに

よって、それぞれの課題項目に対する理解度・

満足度に変化がみられるかどうかを検証するた

めである。しかし両日とも欠席した学生が数名

ずついたため、調査に参加した学生の顔ぶれは

同じではない。

質問項目とその質問数は「構えなど」（９項

目）、「左手」（９項目）４、「右手」（１２項目）の

計３０項目である。内容の詳細は表２のとおりで

ある。すべて０から５の、６段階による自己診

断で回答を求めた。実際は１から５による５段

階だが、質問によって（「自分だけでは判断でき

ないため評価できない」または「そのとき欠席

したためこの教材は学習していない」）に該当

する場合は０を選択するように指示し、項目内

容に対する質問は受け付けないようにした５。

各グラフ縦軸の値は、彼らが回答した数字を

単に合計した数の平均点である。したがって、

数値が高いほどその課題に対する満足度も高い

ということになる。

─ ２４ ─

表２　「自己評価によるアンケート調査」（第１回目）平成２１年１２月１１日に実施



３－２　データ分析とその考察

（１）　進歩の状況（気になる１項目）

質問項目の差し替え（音階の種類、および教

材の違い）が若干あるものの、ほとんどの課題

について進歩の状況がみられた。表３から５の

グラフの薄い棒線の方が第１回目の結果、濃い

方が第２回目の結果である。

１項目のみ（表５：右手の「柔軟な移弦」）

第２回目の得点が第１回目よりも低くなってい

る。この兆候はすぐ左側の「移弦と右肘」の結

果にもあらわれている。この両者の１回目と２

回目の平均点は前者が２.７と２.５、後者が２.５と２.７

となっており、右手のいろいろな課題のなかで

満足度がもっとも低くなっている。この結果は、

スムーズな移弦を行うための右肘のはたらきに

苦慮したことを率直に示している。またこの右

肘に、各弦を弾くときの角度を覚えさせるとい

う課題がむずかしかったようである。特に、D

線とA線を弾くときには弓の毛が両隣の弦に少

しでも触れると、違う音が一緒に出てしまうと

いう不快感も原因の一つと考えられる。加えて、

後半の教材が、全般的に複雑な移弦を強いられ

る曲ばかりだったことも影響して、両者ともに

得点が上がらなかった（第１回目よりも平均点

が下がった）と推測できる。

（２）　「０」と「１」の評価の減少

全員のデータから評価「１」の数だけを集計

したところ、第１回目が３８個だったのに対して

第２回目は１１個であった。ここで注目したいの

は、１回目の「構えなど」に付いた２２個の「１」

（そのうち「目（左手の指先を見ないこと）」に

は７個、「曲想に伴う、適度な体の揺らし」には

６個）が２回目ではすべて消えていたことであ

る。確かに２回目の調査では「１」評価はなく

なったが、この２項目それぞれの平均点は、９

項目中もっとも低い結果となった。１回目で

─ ２５ ─
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「１」を一人で１１個も付けた学生の評価も、２

回目では７つになっていた。しかしそのうちの

５つの「１」評価は、２回とも同じ項目に付け

られていた。いずれも「右手」の項目に集中し

ていることも印象的だった。

そもそもこの調査は、学生に各自で定めた評

価基準をもとに回答させたものである。つまり

一人ひとりの尺度はさまざまである。しかし上

記学生の自己診断は、決して自分に対してきび

しい評価をした例とはいえない。実はこの学生

が、いくつかの悪い癖をもっていることに以前

から気付いていた。他の数名の学生とともに、

授業後に個別指導を行ったが、一度だけの機会

に終わったため、先につながるような教育効果

は正直なところ得られなかった。やはり最後ま

で納得がいかないことを、この学生自身が一番

感じていたにちがいない。限られた時間のなか

で、マンツーマンによるきめ細かい指導の時間

を、あと数回だけでも設定すればよかったと反

省している。

さて、自分だけでは判断できないため評価が

くだせないという「０」回答の数だが、１回目

の調査では１１個を数えた。その内訳は、２人の

学生がそれぞれ３つずつの項目について「０」

判定をし、あとは４人の学生が１個ずつ、個々

に異なる項目について「０」判定をしていた。

２人のうちの一人は３つの音階すべてに「０」

を、もう一人は右肘や右関節の使い方に関する

項目３つに「０」を付けていた。前者の場合は

自分で音程の良し悪しが分からないこと、後者

の場合は演奏中にチェックする余裕がないため、

目で確認することができない、という意味かと

考えられる。しかし２回目の調査では「０」の

選択肢を選んだ学生は一人もいなかった。授業

後半の成果を端的に示す結果といえるだろう。

（３）　４曲の教材曲に対する「自己評価」

１回目の調査では、既習教材から《かっこ

う》《フレールジャック》《かえるの合唱》

《Banjo Tune》の４曲を、２回目の調査では

《夏の思い出》《Polka》《スキーの歌》《おおス

ザンナ》の４曲をそれぞれ対象に、アンサンブ

ル活動を通しての達成感の度合いについて回答

を求めた。結果は１回目が３.２、２回目が３.６で

あった。０.４という差をどう解釈すべきかについ

ては想像の域を出ないが、曲の長さや奏法上の

難解さ等から比較して、後者の４曲の方がいっ

そう複雑であることは明らかである。それでも

終盤の４曲の手応えの方が上回ったということ

は、確実に彼らの力量が向上したことを示す結

果といえる。

一人ひとりの力量をどこまで伸ばすことがで

きたかは、実技テストを実施していないので把

握しきれていないが、数値のうえでは「構えな

ど」が０.５５、「左手」が０.５、「右手」が０.４という

それぞれの平均点において若干の上昇がみられ

た。３つの領域のなかで「右手」の伸びが少な

いことも納得できる。すでに考察したとおり、

弓身にかける適度なウエイトを意識するむずか

しさ、右肘の機能と移弦のタイミングの複雑さ

に最後まで戸惑いを隠せなかったからだろう。

４．まとめ

写真４は、ヴァイオリン合奏の指揮をさせて

いるシーンである。この活動の目標は、指揮者

と演奏者の両者がブレスの大切さについて再考

することであった。たとえば、メロディやフ

レーズの一拍前をどう振るかによって、ブレス

自体の質やタイミングが変わる。基本的な“棒

のテクニック”とあいまって、いわゆるこれが

アンサンブルのおもしろさと言い換えてもよい

だろう。演奏する学生は、目の前のスコアと指

揮者の手（腕）の動きを同時に視界に入れなが

ら演奏しなければならない。全行程のほぼ折り

返し地点で、指板に貼ってあったシール（音程

づくりの“命綱”）が突然消えてしまったこと

は、彼らにとって作音楽器への不安（結果的に

は一時のことであったが）をいっそう募らせて

しまった。表４「構えなど」の９項目の中で

「目」に対する評価の数値が、特に第１回目の
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調査で低いのは、悪い音程を出したくない一心

から左指（あるいはシール）を思わず見てしま

うことへの反省のあらわれである。視覚は、楽

譜と指揮を見るためだけに必要なものだという

こと、つまりヴァイオリンは、左手を見ながら

演奏する楽器ではないことを、特にこの活動を

通して実感したことだろう。

弦楽器の奥義であるヴィブラートをはじめ、

フラジオレット（ハーモニックス）の技法とそ

の効果、指関節のスプリングを応用したボゥイ

ング、さらには音の強弱と運弓法の関連性等に

ついて、ほとんど触れられなかったことが悔や

まれる。

さて現今では、クリックやフェザータッチな

どによって美しい音を実に簡単に、そして瞬時

に出すことができる「楽器」の台頭がめざまし

い。しかしこの授業で行ったことは、より正確

な音程や美しい音質を求めて、聴覚や触覚を総

動員しながらじっくりと時間をかけて研究する

という、まさにある種こだわりをもったオーセ

ンティックな奏法体験そのものである。学生た

ちは作音楽器の難解さを、いやというほど味わ

うことになったが、日常に蔓延する “手軽で安

易な世界” からしばし離れて「楽器」とはいっ

たい何かについて問い直すよい機会になったの

ではないだろうか。長い歴史をもつ楽器を演奏

するということは、実にむずかしい。しかし、

それがヴァイオリンという楽器の醍醐味（演奏

する楽しさ）でもある。

　

注

１ S.フレッチャーのテキストについての詳細な

分析は、拙稿（２０１０）「教員養成大学・学部に

おけるヴァイオリン指導の原理─「弦楽器演

習」の実践記録を手がかりに─」『埼玉大学紀

要（教育学部）』第５９巻第１号、pp.２１－２９を参

照されたい。

２ 「２本の指の音程をカバーする」とは、第１指

や第３指を使って出す音程が不安定になって

も、（チューニングさえ問題なければ）開放弦

の正確な音程がそれを調整してくれるという

意味である。

３ 掲載した《スキーの歌》の楽譜だが、菊地雅春

による編曲（ピアノ伴奏譜）を参考にして、筆

者が初心者のヴァイオリン・アンサンブル教材

用のために改編した。

４ 実際には３つの音階（第１回目と第２回目でそ

れぞれ異なる音階）について別々に質問したが、

表にはこの３つの平均点として示した。１回目

ではイ長調（開始音は一点イ）、ト長調（開始

音は一点ト）、ホ長調（開始音は一点ホ）のい

ずれも第１ポジションだけで弾けるタイプの

もの、２回目ではホ短調の旋律的短音階（開始

音は一点ホ）、ニ長調（開始音は二点ニで、第

３ポジションの練習のために使用）、ニ短調の

和声的短音階（開始音は一点ニ）が対象になっ

ている。

５ 第２回目の調査では、１２月１１日に実施した第１

回目のときの回答内容を参考に回答させた（つ

まりこの２回にわたるアンケート調査は「記

名」によって行った）。
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　　The present paper describes the educational results of this year’s “String Instrument Exercises” 

course, which was taken by 22 mostly second-year university students, focusing in particular on the 

analyses of plans for educational material arrangements in the introductory period and the results of 

class evaluations (self-diagnoses) made by students in order to probe more deeply into the issues 

explored in a previously published paper. We reflected the previous year’s experience and focused on 

string instrument features and the depth of violin performance methods in 14 classes composed almost 

entirely of beginning students (only two of the 22 students had previous experience with the violin).

　　We began with the same material used in the previous report (children’s folk songs [warabe uta]). 

However, our aim this time was to avoid placing too much emphasis on pitch production with the left 

hand by simultaneously challenging students with the complicated right hand bowing mechanism. 

Specifically, we implemented a two-stage approach to proper bow holding. We also taught the proper 

method of putting weight on the stick by having students play the open G string while pressing the 

instrument into their left front lower shoulder. In addition, in order to foster awareness of the bow tip 

and heel (frog), we presented a variety of bowing methods in different rhythms and stressed the 

relationship between crossing strings and upward-downward motions. In the first half of class, study of 

the right hand was given more time than that of the left hand. For the left hand, we thoroughly covered 

formations in first position, incorporating pieces using pentatonic scales and certain modes, as well as 

sharp key scales. Once again, we chose songs mainly from Fletcher’s New Tunes for Strings ─ Book One 

(1972), emphasizing learning configurations using three- and four-part ensembles. In the last part of the 

class, we added school songs designated by the Japanese Education Ministry and works by Stephen 

Foster. For all of these, we prepared ensemble arrangements. Placing priority on making left hand 

fingerings (pitch production) as simple as possible, as well as considering the harmony produced by each 

part, resulted in slightly unnatural flows in the melody lines.

　　This time, we also asked students to give class evaluations through self-diagnoses in the ninth class 

and in the final class. Based on comparisons and analyses of student responses in six stages with almost 

identical question content (from 30 items regarding posture, the left hand, and the right hand), we 

investigated the situation of each student’s progress over the final five classes and clarified the 

educational outcomes of the course.
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　　Recently, instruments that can produce beautiful results quickly and easily using click or feather 

touch have come into fashion. In our course, we offered an authentic playing experience that, while 

uncompromising in certain aspects, emphasized more accurate pitch and more beautiful tone, requiring 

a good amount of study and focused use of the senses of hearing and touch. This allowed students to get 

more of a feel for the difficulty of playing an actual musical instrument-perhaps more than they had 

wanted-but also removed them from the “easy and simple” shortcuts that are so pervasive in everyday 

life and provided them instead with an opportunity to reconsider what playing a real instrument is like. 

Playing an instrument with a long history such as the violin is truly difficult; however, it is this challenge 

that holds the true thrill and joy of making music.


